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ス
モ
ー
ル
サ
イ
ズ
だ
が
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
企
業
が
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
長
瀬

駅
か
ら
南
に
10
分
ほ
ど
歩
く
と
工
場
と
住
宅
が
混
在
す
る
典
型
的
な
町
工
場
の

街
へ
。
株
式
会
社
メ
タ
ル
フ
ァ
ン
テ
ッ
ク
（
東
大
阪
市
柏
田
西
３
―
12
―
12
）

の
平
井
敏
治
代
表
取
締
役
会
長
（
68
）
を
訪
ね
た
。

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を

水
カ
ッ
タ
ー
で
切
る

　

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。
皆
様
に
は
平

素
よ
り
市
議

会
議
員
活
動

全
般
に
対
し

ま
し
て
格
段

の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜

工
事
な
ど
が
着
実
に
進
ん

で
お
り
、
ま
た
市
民
待
望

の
東
大
阪
市
文
化
創
造
館

に
つ
い
て
は
今
秋
に
建
設

工
事
が
着
手
さ
れ
る
予
定

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

世
界
中
か
ら
ラ
グ
ビ
ー

観
戦
に
訪
れ
る
多
く
の
人

に
東
大
阪
の
魅
力
を
感
じ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
市
を

挙
げ
て
お
も
て
な
し
の
心

で
歓
待
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
後
も
、
関
係
機
関
と

綿
密
に
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
東
大
阪
の
よ
り
一
層

の
魅
力
発
信
に
つ
な
が
る

ま
ち
づ
く
り
に
、
全
力
を

傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ど
う
か
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
引
き
続
き
市

議
会
議
員
活
動
に
対
し
ま

し
て
一
層
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

暑
い
日
が

続
き
ま
す
が

お
体
を
ご
自

愛
さ
れ
ま
す

よ
う
、
お
祈

り
申
し
上
げ

ま
す
。

り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
開

催
を
２
年
後
に
控
え
、
東

大
阪
市
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
や

東
花
園
駅
前
の
周
辺
整
備

郷土文化通じて横のつながりを
機関紙 「あしたづ」 20号を迎える

代
表
取
締
役
社
長　

七  

里  

和  

昭

上
西
会
計
事
務
所

税
理
士
　

上
西　

知

〒
577―

0802 

東
大
阪
市
小
阪
本
町
１―

１―

７ 

エ
フ
エ
ス
ビ
ル
２
Ｆ

　
　

電
話 

０
６―

６
７
２
０―

４
６
０
１

企
業
労
務
セ
ン
タ
ー

社
会
保
険
労
務
士
　

菅
田  

徹
也

〒
577―

0802 

東
大
阪
市
小
阪
本
町
１―

１―

７ 

エ
フ
エ
ス
ビ
ル
２
Ｆ

　
　

電
話 

０
６―

６
７
２
０―

４
６
０
２

東
大
阪
市
・
八
尾
市
・
大
阪
市
指
定

　

給
排
水
衛
生
空
調
消
火
設
備
設
計
施
工

増
田
設
備
工
業
株
式
会
社

本

社　

東
大
阪
市
小
若
江
三
丁
目
九
番
四
号

〒
五
七
七―

〇
八
一
八　

電
話　

〇
六―

六
七
三
六―

八
〇
〇
〇

事
業
本
部　

八
尾
市
長
池
町
五
丁
目
一
番
二
号

〒
五
八
一―

〇
八
三
六　

電
話　

〇
七
二―

九
二
二―

〇
二
二
〇

商
工
中
金
東
大
阪
支
店

〒
577―

0013　

東
大
阪
市
長
田
中
２
丁
目
１
番
32
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
６―

６
７
４
６―

１
２
２
１

支
店
長 

加
賀
美
孝

≪商品紹介≫
～色メリヤスウエス～（１ｋｇ￥350）
～混合ウエス～　　 　（１Kg￥150）
～タオルウエス～　　（１ｋｇ￥400）
～タオル雑巾～          　     （１Ｋｇ￥600）

社会福祉法人ヤンググリーン
障害福祉さぽーとライフグリーン
〒578－ 0905　東大阪市川田４－４－８
ＴＥＬ：072－ 963－ 4838
ＦＡＸ：072－ 963－ 4855

ウエス販売

☆不用になった中古衣料やタオルから、ウエス
に適した原料だけを選別加工し商品として仕上
げました。障がいを持つ利用者が手作業で丁寧
に裁断し、梱包をしています。地球に優しく、
皆様に愛される商品を目指しています。

日本料理 天山　　TEL（072）991-6677 ㈹

カフェプリズム　TEL（072）997-6666

〒577―0802
東大阪市小阪本町 1-1-7
　　 エフエスビル２Ｆ

〒581-0013
八尾市山本町南 6-2-29
TEL 072―926―5134
FAX 072―921―6893

TEL 06―6720―4601
FAX 06―6720―4603

東大阪 ･八尾
柏原の地域紙

6922

東
大
阪
の
よ
り
一
層
の
魅
力
発
信
を

東
大
阪
市
議
会
自
民
党
大
志
会
　
大
野
　
一
博

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

河
内
の
郷
土
文
化
サ
ー
ク
ル
セ
ン
タ
ー

キリコでトイレットペーパー
を鮮やかに切る平井敏治会長

編集作業に励む編集委員（左から２人目、
中井由栄会長、足代健二郎編集委員長）

鑑
賞
チ
ケ
ッ
ト

プ

レ

ゼ

ン

ト

キ
リ
コ

25団体が加盟

共同開発
  一般社団法人災害避難研究所
マツモラ産業株式会社 ん

じ

き
び

パイプイス人引車 36,500 円（税別） 室内外兼用人引車 77,500 円（税別）

後
注
受
き
つ
に
評
好
大約

20

す
ま
し
品
納
で
日

日常は室内で使用、
緊急時は避難用に使用「

人
引
車
」

災
害
時
対
応
の

内
科・心
療
内
科・皮
膚
科

八
尾
市
荘
内
町
２―

２―

36

☎
０
７
２―

９
９
０―

５
３
３
１

（
八
尾
徳
洲
会
総
合
病
院
西
側
）

さ
ん
ぽ
う
ク
リ
ニッ
ク

院
長　
楊　

博
嗣

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

エアツール部品の機械加工・製品組立

勝井鋼業株式会社

〒577-0065 東大阪市高井田中１―８―14
電　話 ０６（６７８２）６５６５
ＦＡＸ ０６（６７８１）８３３７

本社工場

フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ
花
勝

乾
野　

貴
裕

〒577-

0067

東
大
阪
市
高
井
田
西
１―

９―

５

☎
０
６―

６
７
８
１―

３
２
３
３

防
災
体
験
学
習
を

し
て
い
ま
す

防
災
体
験
学
習
を

し
て
い
ま
す

民
具
供
養
館

民
具
供
養
館

往
生
院
六
萬
寺

往
生
院
六
萬
寺

お問い合せ
申 し 込 み

072-981-2597

未
来
に
向
け
て 

夢
の
持
て
る 

社
会
づ
く
り

あ
っ
た
か
フ
ァ
ミ
リ
ー
運
動

イ
キ
イ
キ
と
心
育
む

お
問
合
せ
・
申
込
み
先

〒
532―

0002　

大
阪
市
淀
川
区
東
三
国
４―

４―

15―

402

☎
０
６―

６
３
９
４―

５
１
３
７ 

Fax
０
６―

６
３
９
４―

５
１
１
１

http://w
w
w
.attakafam

ily.com
/

　

河
内
の
郷
土
文
化
サ
ー
ク
ル
セ
ン
タ
ー
（
中
井

由
栄
会
長
）
の
機
関
紙
「
あ
し
た
づ
」
が
次
号
で

20
号
を
迎
え
る
。
目
下
編
集
中
だ
。

2017・7・15

　

東
京
都
は
国
際
都
市
で
あ
る
。
先
進
国

で
は
国
名
よ
り
も
パ
リ
、
ロ
ン
ド
ン
、
ロ

ー
マ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
シ
カ
ゴ
等
々
大

都
市
の
存
在
感
が
高
い
。
こ
れ
ら
の
都
市

は
国
家
や
民
族
や
宗
教
の
枠
を
超
え
た
多

様
な
価
値
観
で
織
り
な
す
モ
ザ
イ
ク
模
様

を
持
つ
コ
ス
モ
ポ
リ
ス
（
国
際
都
市
）
で
あ
る
。

国
に
与
え
る
影
響
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　

東
京
都
議
選
で
の
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
圧
勝
、
自

民
党
歴
史
的
惨

敗
と
い
う
結
果

は
国
政
勢
力
図

を
微
妙
に
変
え
る
だ
ろ
う
。
敗
北
の
最
大
要
因
は

稲
田
防
衛
大
臣
の
相
次
ぐ
失
言
と
行
動
だ
。
北
朝

鮮
の
ミ
サ
イ
ル
は
進
化
し
実
験
の
域
を
超
え
る
。

多
く
の
国
民
は
今
そ
こ
に
あ
る
危
機
に
対
し
て
無

防
備
、
無
自
覚
、
無
責
任
、
無
作
為
で
あ
る
こ
と

に
不
安
と
不
信
感
を
抱
い
た
だ
ろ
う
。
他
に
も
問

題
議
員
は
い
る
が
、
そ
の
任
命
責
任
者
で
あ
る
安

倍
首
相
は
「
８
月
早
々
に
内
閣
改
造
、
人
心
を
一

新
す
る
」
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
語
っ
た
。
期
待
し

た
い
。

　

大
き
な
組
織
を
統
べ
る
為
政
者
が
人
事
を
考
え

る
際
に
必
要
な
こ
と
は
情
を
排
除
す
る
こ
と
で
あ

る
。
情
に
ほ
だ
さ
れ
る
よ
う
で
は
決
断
は
鈍
る
。

情
で
は
な
く
理
だ
。
人
事
刷
新
で
使
う
常
套
文
句

の
「
適
材
適
所
」
な
ど
あ
て
に
な
ら
な
い
。
組
織

の
持
つ
目
的
や
使
命
を
完
遂
す
る
た
め
に
最
適
で

力
量
の
あ
る
人
材
を
配
す
る
の
が
鉄
則
。

　

当
選
回
数
や
自
分
の
好
み
、
派
閥
均
衡
と
い
う

不
純
な
判
断
や
温
情
を
排
除
し
、
政
策
実
現
に
最

も
知
見
を
活
か

す
こ
と
が
で
き

る
不
撓
不
屈
の

精
神
を
持
つ
気
概
あ
る
人
材
（
民
間
、男
女
不
問
）

を
冷
静
か
つ
理
性
的
に
選
ぶ
こ
と
だ
。
政
治
屋
を

生
業
に
す
る
輩
を
登
用
し
て
い
て
は
足
を
す
く
わ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
少
々
耳
に
痛
い
こ
と
を
言
う

「
と
が
っ
た
」
人
物
を
傍
に
お
く
度
量
が
な
い
よ

う
で
は
リ
ー
ダ
ー
と
は
言
え
な
い
。

　

リ
ー
ダ
ー
は
「
ラ
イ
オ
ン
と
キ
ツ
ネ
の
資
質
を

持
つ
」
と
い
う
。
無
味
無
臭
の
輩
を
排
し
、
金
平

糖
人
物
を
配
す
る
こ
と
だ
。
非
常
時
こ
そ
非
情
で

あ
れ
。

晴耕雨読

人
事
刷
新
は
非
情
で
あ
れ

　

第
３
回
上
方
芸
能
お
楽
し
み
会
in
東
大
阪
が
８
月

９
日
19
時
か
ら
イ
コ
ー
ラ
ム
ホ
ー
ル
（
近
鉄
奈
良
線

若
江
岩
田
駅
北
側
す
ぐ
）
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

出
演
は
、
講
談
師
の
旭
堂
南
青
さ
ん
、
落
語
家
の

笑
福
亭
呂
好
さ
ん
、桂
慶
治
朗
さ
ん
。
木
戸
銭
は
１
、

５
０
０
円
。

　

こ
の
チ
ケ
ッ
ト
を
読
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

申
し
込
み
は
、
本
紙
東
大
阪
新
聞
社
（
☎
０
７
２
―

９
２
６
―
５
１
３
４
）
へ
。

　
「
あ
し
た
づ
」は
同
サ
ー

ク
ル
に
加
盟
し
て
い
る
団

体
の
メ
ン
バ
ー
が
寄
稿

し
、
毎
年
２
月
に
出
版
し

て
い
る
。
編
集
委
員
は
足

代
健
二
郎
編
集
委
員
長
含

め
10
人
。

　

地
域
で
活
動
す
る
文
化

団
体
の
横
の
つ
な
が
り
を

作
る
と
同
時
に
仲
間
を
増

や
そ
う
と
い
う
狙
い
で
、

三
十
数
団
体
が
一
堂
に
会

し
て
展
示
会
を
開
い
た
の

が
同
サ
ー
ク
ル
セ
ン
タ
ー

の
始
ま
り
。
昭
和
59
年
11

月
３
日
に
結
成
式
が
開
か

れ
た
。

　

２
年
後
の
昭
和
61
年
７

月
１
日
に
第
１
号
の
機
関

紙
を
発
行
。
ス
タ
ー
ト
は

Ｂ
５
判
４
頁
だ
っ
た
機
関

紙
は
、最
新
号
（
第
19
号
）

で
は
Ａ
４
判
60
頁
ま
で
に

な
っ
た
。

　

現
在
加
盟
し
て
い
る

サ
ー
ク
ル
は
次
の
25
団

体
。

　

猪
飼
野
探
訪
会
、
今
米

緑
地
保
全
会
、
う
ら
ら
短

歌
会
、
往
生
院
民
具
供
養

館
、
往
生
院
六
万
寺
史
委

員
会
、河
内
古
文
書
の
会
、

河
内
相
撲
史
談
会
、
河
内

の
戦
争
遺
跡
を
語
る
会
、

河
内
木
綿
コ
ッ
ト
ン
・
ク

ラ
ブ
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｄ
Ｏ

Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｎ
木
村
直
規
、
日

下
古
文
書
研
究
会
、
楠
木

研
究
会
、
工
場
を
記
録
す

る
会
、
彩
装
ク
ラ
ブ
、
中

河
内
拓
本
ク
ラ
ブ
、
東
大

阪
こ
さ
か
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
実
行

委
員
会
、
東
大
阪
読
書
友

の
会
、
東
大
阪
文
化
財
を

学
ぶ
会
、
布
施
こ
な
も
ん

ク
ラ
ブ
、
ま
ち
・
む
ら
文

化
研
究
会
、
宮
本
順
三
記

念
館
豆
玩
舎
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ｚ

Ｏ
、
モ
モ
ヤ
、
も
ん
じ
文

化
愛
好
家
、横
野
万
葉
会
、

わ
か
く
す
文
芸
研
究
会
。

東大市御厨栄町4-1-10
大阪商業大学谷岡記念館内
TEL 06-6785-6139

河内の郷土文化サークルセンター

　

株
式
会
社
メ
タ
ル
フ
ァ
ン
テ
ッ
ク
は
食
品
・
薬
品
・

半
導
体
・
環
境
の
業
界
か
ら
機
械
関
連
の
依
頼
が
あ

れ
ば
「
逃
げ
な
い
で
挑
戦
す
る
、一
品
料
理
が
得
意
」

と
い
う
金
属
加
工
会
社
で
あ
る
。
昭
和
53
（
１
９
７

８
）
年
創
業
来
の
社
名
「
吉
野
金
属
」
を
平
成
19
（
２

０
０
７
）年
に
改
め
た
。ロ
ゴ
の「
フ
ァ
ン
」は「Fan

」

で
な
く
「Fun

（
楽
し
み
・
喜
び
）」
だ
。
平
井
会

長
は
「
皆
さ
ん
か
ら
学
習
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
技
術

に
特
化
し
た
、
自
立
し
た
加
工
業
を
目
指
し
た
い
。

そ
し
て
、
喜
ば
れ
る
こ
と
を
よ
り
楽
し
み
た
い
」
と

語
る
中
に
理
念
が
埋
め
ら
れ
て
い
る
。「
職
人
の
誇

り
を
持
て
、
プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ
ナ
ル
に
な
れ
、
自
信
を

も
っ
て
製
品
を
送
り
出
そ
う
」
が
口
癖
だ
。
文
書
は

な
い
が
口
伝
式
経
営
理
念
と
言
え
る
。

　

受
注
す
る
機
械
の
製
缶
・
溶
接
・
板
金
な
ど
は
一

品
ご
と
の
個
別
生
産
。「
機
械
仕
事
50
％
と
手
仕
事

50
％
、〝
手
〟
が
加
わ
る
こ
と
で
仕
事
の
差
が
出
る
、

他
社
と
の
差
別
化
は
〝
手
〟
が
決
め
る
。
目
の
前
の

仕
事
を
必
死
で
や
ら
ね
ば
生
き
て
い
け
な
い
。
３
Ｄ

Ｃ
Ａ
Ｄ
図
面
の
分
解
で
80
％
が
決
ま
る
が
、
最
後
は

現
場
の
〝
手
〟」
と
強
調
。
自
立
に
つ
い
て
「
親
会

社
か
ら
の
子
会
社
的
存
在
で
下
請
け
仕
事
を
し
て
い

て
は
真
の
自
立
は
で
き
な
い
」
と
話
す
。
そ
の
た
め

中
堅
の
し
っ
か
り
し
た
企
業
（
35
社
）
と
固
い
信
頼

関
係
の
も
と
「
値
段
も
相
談
し
、
現
金
払
い
」
と
堅

実
経
営
を
誇
る
。「
大
企
業
は
コ
ス
ト
だ
け
の
勝
負
、

量
産
品
は
値
段
だ
け
だ
か
ら
」
苦
手
と
明
解
だ
。

　

ひ
と
き
わ
異
色
な
商
品
・
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

ホ
ル
ダ
ー
「
キ
リ
コ
」
が
ブ
レ
ー
ク
。
手
の
不
自
由

な
人
や
高
齢
者
で
力
の
入
ら
な
い
人
の
た
め
に
、
力

を
入
れ
な
い
で
ペ
ー
パ
ー
が
切
れ
な
い
か
と
福
祉
の

現
場
か
ら
相
談
が
入
っ
た
。
困
っ
て
い
る
人
に
役
立

つ
な
ら
ば
と
挑
戦
。「
紙
を
切
る
」
に
は
刃
物
や
ミ

シ
ン
目
を
入
れ
る
な
ど
「
切
る
」
こ
と
に
集
中
し
、

試
作
す
る
も
コ
ス
ト
高
と
嵩
高
さ
だ
け
で
諦
め
か
け

た
。
問
題
意
識
が
強
け
れ
ば
強
い
ほ
ど
解
が
出
る
も

の
だ
。

　

あ
る
と
き
、「
夢
の
中
で
立
体
的
に
構
造
と
並
び

方
が
浮
か
ん
だ
。
思
い
つ
い
た
の
は
１
秒
だ
っ
た
」

と
平
井
会
長
。「〝
切
る
〟
で
は
な
く
〝
破
る
〟
た
め

に
は
、紙
は
水
に
〝
溶
け
る
〟
で
は
な
い
か
！
」
と
。

こ
う
し
て
生
ま
れ
た
の
が
「
キ
リ
コ
」
だ
。

　

具
体
的
に
は
ペ
ー
パ
ー
の
切
り
出
し
口
に
水
を
入

れ
た
ケ
ー
ス
と
セ
ラ
ミ
ッ
ク
の
多
孔
質
素
材
を
置

く
。「
毛
細
管
現
象
」
で
吸
い
上
げ
た
水
が
紙
に
当

た
り
ス
パ
ッ
と
切
れ
る
と
い
う
も
の
。
こ
う
書
け
ば

簡
単
だ
が
、
ま
さ
に
ア
ル
キ
メ
デ
ス
の
発
見
さ
な
が

ら
の
話
で
あ
る
。
海
外
の
反
響
も
大
き
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
「
モ
ノ
づ
く
り
冥
利
に
尽
き
る
」
と
締
め
く

く
っ
た
。「
仕
事
を
楽
し
む
」
空
気
が
み
な
ぎ
る
企

業
は
規
模
が
小
さ
く
と
も
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
、

素
晴
ら
し
い
。

�

（
石
河
亮
平
）

株
式
会
社
三
友
自
動
車
工
業

〒
577-

0006　

東
大
阪
市
楠
根
一―

七―

三
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
六
）六
七
四
五―

五
二
〇
〇

当
社
は
車
検
業
務
に
お
い
て
、Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
の
認
証
を
取
得
し
て
お
り
ま
す
。

Ｉ
Ｐ（
〇
五
〇
）三
三
八
六―

六
二
五
七

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
六
）六
七
四
五―

五
八
七
一

陸
運
局
指
定　

民
間
車
検
工
場

代
表
取
締
役　

岩　

崎　

史　

郎

スモール イズ ファンタスティック
個人がもつ匠の手はAI を超える
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暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

株
式
会
社 

太
豊

代
表
取
締
役 

坂
口　

健
太
朗

堺
市
美
原
区
小
寺
３
６
８―

１

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

（
０
７
２
）
２
８
８―

６
１
１
１

〒587-
0065

Ｓｏ
ｕ
ｎ
ｄ　
Ｌｏ
ｕ
ｎ
ｇ
ｅ

Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ａ（
オ
マ
ー
ラ
）

東
大
阪
市
足
代
新
町
３―

12

キ
ッ
ズ
ス
ポ
ッ
ト
ビ
ル
４
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
６―

６
７
８
９―

８
６
３
６

社
会
福
祉
法
人 

和
貴
会

理
事
長　

池
田  

貴
彦

本
部　

 

大
阪
府
八
尾
市
本
町
二
丁
目
８
番
３
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

〇
七
二―

九
二
〇―

二
二
一
二

介
護
老
人
保
健
施
設

　

ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
八
尾

ケ
ア
ハ
ウ
ス
（
特
定
施
設
入
所
者
生
活
介
護
）

　

ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
生
駒

地
域
密
着
型
複
合
施
設

　

ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
千
里

〒
581-

0025　

八
尾
市
天
王
寺
屋
２―

１
２
３

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
２―

９
４
８―

１
６
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
２―

９
４
８―

２
３
５
７

機
械
部
品
製
造
・
組
立

田
中
鉄
工
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

田
中
清
貴

http://www.aun-law.com

近
鉄「
八
尾
」駅
中
央
口
か
ら
徒
歩
５
分

阿
吽
法
律
事
務
所

弁
護
士 

髙
木
陽
一（
大
阪
弁
護
士
会
所
属
）

相
談
ご
希
望
の
方
は
、ま
ず
お
電
話
く
だ
さ
い（
予
約
制
）

☎
０
７
２―

９
９
０―

５
０
０
７

八
尾
市
東
本
町
３
丁
目
９
番
19
号  

リ
バ
テ
ィ
八
尾
612
号

﹇
執
務
時
間
﹈ 

月
〜
金 

９
：
30 

〜 

17
：
30

執
務
時
間
以
外
の
相
談
に
も
対
応
可
、
相
談
料
等
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い

あ

う
ん

無垢の家
板倉造り

http://www.tanyosha.co.jp
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一級建築士事務所

大阪市天王寺区上本町5丁目
4-17-904  (TEL)06-6764-1956　

坂
上
工
務
店

株
式

会
社

取
締
役　

坂　

上　

耕　

造

八

尾

市

郡

川

三

丁

目

八

四

電　

話
（
〇
七
二
）
九
四
一―

六
三
三
九
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ  

（
〇
七
二
）
九
四
一―

三
六
八
七

八
尾
市
倫
理
法
人
会

会
長　
　　

高
木
幸
賢

専
任
幹
事　

池
上
哲
史

事
務
長　
　

蒲
ヶ
原
裕
子

馬
刺
し
・
焼
き
肉
・
す
き
焼
き
・
ハ
リ
ハ
リ
鍋

お
子
さ
ん

  

女
性
に
も
人
気

未
来
の
夢
と
よ
ろ
こ
び
を
創
る
イ
ン
テ
リ
ア

総
合
イ
ン
テ
リ
ア（
内
装
工
事
全
般
）

株
式
会
社  

タ
カ
ギ

取
締
役  

高
木
幸
賢

〒
577- 

0843　
東
大
阪
市
荒
川
２―

20―

１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
６―

６
７
３
６―

２
４
５
９

火
の
用
心

　

 

こ
と
ば
を
形
に

　
　
　
　
　
　

習
慣
に

今

川

和

明

向

井

正

雄

八
尾
市
消
防
団

八
尾
火
災
予
防
協
会

団  

長
会  

長

八
尾
市
教
育
委
員
会

〜
未
来
を
切
り
拓
く

　
　
　

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

　
『
八
尾
っ
子
』の

　
　
　

育
成
を
め
ざ
し
て
〜

副
会
長　
渡

邊

弘

子

副
会
長　
阪　

口　

和　

秀

副
会
長　
浅　

井　

孝　

男

副
会
長　
石　

井　

政　

俊

杉

本

裕

彦

田

畑

理

一

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　
　

関
西
消
費
者
連
合
会

八
尾
市
女
性
団
体
連
合
会

八
尾
市
消
費
問
題
研
究
会

　
　
　
　

会　

長　

角
田　

禮
子

メ
ガ
ネ
の
平
和
晃
八
尾
南
店

代
表　

松　

見　
　

昇

〒
581―

0042　

八
尾
市
南
木
の
本
４
丁
目
13―

２

電　

話
（
〇
七
二
）
九
二
二―

六
一
八
六

理
化
工
業
株
式
会
社

金
属
熱
処
理
加
工
・
表
面
処
理

代
表
取
締
役　

森
嶋　

勲

〒
581―

0035　

八
尾
市
西
弓
削
２―

６

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
７
２―

９
２
０―

３
０
４
４

株
式
会
社 

大
阪
ス
ク
リ
ー
ン
製
作
所

〒
581- 

0083　
八
尾
市
永
畑
町
１
丁
目
３
番
２
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
２―

９
９
１―

１
６
１
５
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
７
２―

９
９
４―

６
７
７
８
番

映
写
用
ス
ク
リ
ー
ン
製
造
販
売

代
表
取
締
役  

阪  

口  

和  

秀

大
覚
山
法
蔵
寺

禅
宗（
曹
洞
宗
）・
河
内
西
国
十
七
番
霊
場

住
職　

有
澤
博
道

〒
581―

0872　

八
尾
市
郡
川
６―

３

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
７
２―

９
４
１―

６
３
６
４

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
７
２―

９
４
３―

７
３
４
５

龍
華
土
建
工
業
株
式
会
社

〒
581-

0063　

八
尾
市
太
子
堂
四
丁
目
三
番
一
五
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
七
二
）九
九
一―

六
六
七
一

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
七
二
）九
九
一―

六
七
三
〇

代
表
取
締
役　

裏　

野　
　

繁
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樹木葬
永代供養

〜
花
の
下
で
眠
り
た
い
〜

法
浄
霊
園

自
然
葬
「
み
の
り
」

〒581-0864
八尾市山畑290番地

ご遺骨のご相談は
072-943-5544

　
「
吾
輩
は
カ
フ
カ
で
あ
る
」

　

キ
ー
コ
キ
ー
コ
と
干
か
ら
び
た
油
、
チ
ェ
ー
ン
の

か
す
れ
た
音
を
立
て
て
自
転
車
を
こ
ぐ
翔
平
、
ぽ
つ

り
一
言
つ
ぶ
や
い
た
。
青
空
の
下
、
せ
わ
し
な
く
行

き
来
す
る
人
、
車
、
自
転
車
。

　
「
物
語
は
ま
だ
知
ら
な
い
」

　

続
け
て
出
た
力
の
な
い
言
葉
。
漱
石
の
サ
ン
プ
リ

ン
グ
。
し
か
し
、
翔
平
は
そ
の
先
に
続
く
文
章
を
知

ら
な
い
。
活
字
と
は
縁
遠
い
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

漱
石
の
『
猫
』
に
し
て
も
、
主
人
公
が
猫
で
あ
る
と

い
う
噂
を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
り
、「
紙
幣
に
描
か

れ
る
人
物
に
し
て
は
少
し
ば
か
り
子
ど
も
じ
み
て
い

る
」
と
中
身
を
読
ま
ず
に
批
評
し
た
。「
逆
に
そ
の

柔
軟
な
発
想
力
が
偉
い
人
に
ウ
ケ
た
の
だ
ろ
う
」
と

納
得
し
て
い
る
ほ
ど
だ
。
そ
の
他
の
作
品
も
功
績
も

知
ら
ず
、
た
だ
た
だ
動
物
を
主
人
公
に
し
て
人
気
を

博
し
た
物
書
き
程
度
に
認
識
し
て
い
る
。
翔
平
の
脳

内
で
は
動
物
を
登
場
人
物
に
す
る
と
い
う
点
に
お
い

て
ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
と
漱
石
は
同
じ
フ
ォ
ル

ダ
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
男
だ
か
ら
活
字
は
読
ま
な
い
。
道
路
標
識

か
、
ヤ
フ
ー
ニ
ュ
ー
ス
の
芸
能
ゴ
シ
ッ
プ
く
ら
い
の

も
の
だ
。読
め
な
い
漢
字
は
躊
躇
な
く
読
み
飛
ば
す
。

例
え
ば
、
今
出
た
「
躊
躇
」
な
ど
は
眼
球
が
ス
キ
ャ

ン
し
な
い
。
つ
ま
り
、
そ
こ
に
存
在
す
る
と
い
う
こ

と
さ
え
読
み
取
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
を「
逡
巡
」

と
い
う
言
葉
に
置
き
換
え
た
と
し
て
も
、「
し
ゅ
ん

じ
ゅ
ん
」
と
読
む
に
は

読
む
が
、
そ
れ
が
何
を

意
味
す
る
の
か
に
ま
で

想
像
力
と
好
奇
心
が
及

ば
な
い
。
た
だ
「
し
ゅ

ん
じ
ゅ
ん
」
と
読
む
こ

と
が
で
き
た
だ
け
で
あ

る
。
そ
れ
以
上
で
も
そ

れ
以
下
で
も
な
い
。
イ

ギ
リ
ス
の
ス
ト
ー
ン
ヘ

ン
ジ
の
如
く
「
逡
巡
」

と
い
う
言
葉
が
そ
こ
に
存
在
し
て
い
る
、
と
い
う
だ

け
に
過
ぎ
な
い
。

　

美
樹
の
話
に
よ
る
と
カ
フ
カ
の
小
説
の
主
人
公
は

最
後
死
ん
だ
と
い
う
。
自
分
に
置
き
換
え
る
と
背
筋

が
冷
え
た
。
さ
っ
そ
く
右
手
の
グ
ー
グ
ル
で
カ
フ
カ

を
調
べ
る
と
、
長
い
黒
髪
の
女
性
ド
ラ
マ
ー
と
白
黒

の
眼
光
鋭
い
白
人
が
現
れ
た
。「
フ
ラ
ン
ツ
・
カ
フ

カ
」
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
。
そ
こ
で

カ
フ
カ
が
チ
ェ
コ
出
身
の
ド
イ
ツ
語
作
家
で
あ
り
、

プ
ラ
ハ
の
ユ
ダ
ヤ
人
家
庭
に
生
ま
れ
た
と
い
う
こ
と

を
知
る
。
な
ぜ
美
樹
が
カ
タ
カ
ナ
ば
か
り
の
や
や
こ

し
い
記
述
の
多
い
こ
の
男
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
。少
し
ば
か
り
我
が
妹
の
こ
と
を
感
心
し
た
。

白
黒
写
真
に
写
る
男
の
表
情
か
ら
は
、
そ
の
聡
明
さ

が
読
み
取
れ
る
。
そ
し
て
ど
こ
か
淋
し
い
印
象
だ
。

翔
平
は
写
真
が
モ
ノ
ク
ロ
と
い
う
だ
け
で
そ
の
人
物

が
偉
い
人
だ
と
い
う
先
入
観
を
抱
い
て
し
ま
う
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
世
代
に
あ
り
が
ち
な
偏
見
で
あ
る
。

モ
ノ
ク
ロ
写
真
に
写
る
人
物
は
皆
、
遥
か
昔
を
生
き

た
自
分
た
ち
と
は
別
世
界
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
だ
と
感

じ
て
し
ま
う
。

　

仕
事
に
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
そ
の

長
い
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
を
最
後
ま
で

読
み
切
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
一
つ
だ
け
分

か
っ
た
こ
と
は
、
カ
フ
カ
の
代
表
作
が
「
変
身
」
と

い
う
小
説
だ
と
い
う
こ
と
。
ア
マ
ゾ
ン
で
「
変
身
」

を
検
索
す
る
と
、
３
５
０
円
ほ
ど
で
売
っ
て
い
た
の

で
翔
平
は
そ
の
場
で
カ
ー
ト
に
入
れ
て
注
文
し
た
。

プ
ラ
イ
ム
会
員
な
の
で
仕
事
か
ら
帰
る
頃
に
は
届
い

て
い
る
だ
ろ
う
。

　

工
場
で
汗
を
か
き
な
が
ら
、
型
枠
を
作
る
。
プ
ラ

ス
テ
ィ
ッ
ク
の
板
に
マ
シ
ン
で
型
を
開
け
て
い
く
。

出
来
上
が
っ
た
型
枠
は
次
々
と
コ
ン
ベ
ア
ー
の
上
を

流
れ
る
。
汗
を
拭
き
な
が
ら
せ
っ
せ
と
両
手
を
動
か

し
た
。

　

専
務
の
吉
村
に
は
「
水
原
翔
平
の
代
わ
り
で
働
き

河
内
の
カ
フ
カ嶋津 

亮
太

（
八
尾
市
在
住
の
小
説
家
）

連 載

小 説

―⑥―

次
号
（
8
月
15
日
付
）
に
続
く

河内のカフカ

に
来
た
」
と
い
う
こ
と
に
し
て
お
い
た
。
し
か
し
、

そ
の
よ
う
な
話
が
簡
単
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
は

な
く
、工
場
の
前
で
ま
た
一
悶
着
起
こ
り
か
け
た
が
、

八
柳
が
間
に
入
っ
て
丸
く
収
め
て
く
れ
た
。
吉
村
は

渋
々
首
を
縦
に
下
ろ
し
た
が
、
納
得
は
し
て
い
な
い

様
子
で
あ
る
。

　

昼
休
憩
に
入
っ
た
の
で
事
務
所
の
窓
際
で
八
柳
と

向
か
い
合
っ
て
弁
当
を
食
べ
た
。
奥
か
ら
吉
村
の
訝

し
気
な
視
線
が
絶
え
ず
注
が
れ
て
い
る
の
で
、
翔
平

は
八
柳
の
体
を
利
用
し
て
死
角
に
逃
げ
込
ん
だ
。

　
「
ど
う
？　

あ
れ
か
ら
」

　

口
の
中
に
だ
し
巻
き
卵
を
放
り
込
み
な
が
ら
八
柳

は
尋
ね
た
。

　
「
ど
う
っ
て
？
」

　

脇
を
締
め
な
が
ら
上
品
に
箸
に
挟
ん
だ
ミ
ー
ト

ボ
ー
ル
を
口
へ
運
ぶ
翔
平
。

　
「
何
か
変
わ
っ
た
こ
と
あ
っ
た
か
？
」

　

も
は
や
八
柳
は
翔
平
の
変
貌
に
は
注
意
を
留
め
て

い
る
様
子
は
な
く
、
視
線
を
弁
当
へ
落
し
た
ま
ま
白

飯
を
か
き
こ
ん
で
い
る
。

　
「
う
ー
ん
、
家
に
帰
っ
た
だ
け
だ
っ
た
か
ら
な
ぁ
。

案
外
普
通
」

　
「
家
族
も
？
」

　
「
あ
、
家
族
ね
。
何
だ
か
み
ん
な
よ
そ
よ
そ
し
い
」

　
「
そ
り
ゃ
そ
う
や
ろ
」

　

そ
の
間
も
視
線
は
ひ
た
す
ら
弁
当
に
落
ち
た
ま
ま

だ
。
こ
こ
ま
で
い
つ
も
と
同
じ
よ
う
に
接
し
て
く
れ

る
八
柳
の
こ
と
を
、
翔
平
は

朋
友
だ
と
思
っ
た
。

　
「
あ
、
妹
が
大
変
」

　
「
お
？　

何
か
あ
っ
た

か
？
」　

　

そ
こ
で
は
じ
め
て
八
柳
の

視
線
は
翔
平
に
注
が
れ
た
。

　
「
僕
の
こ
と
を
男
を
見
る

よ
う
な
目
で
見
る
ん
だ
よ
。

な
ん
か
目
う
る
う
る
さ
せ

ち
ゃ
っ
て
さ
」

　

溜
息
を
つ
い
た
。

　
「
発
情
し
と
る
な
」

　
「
ち
ょ
っ
と
、
そ
ん
な
こ
と
言
わ
な
い
で
よ
！　

僕
の
妹
だ
よ
」

　
「
で
も
な
、
悲
し
い
か
な
、
女
っ
て
そ
ん
な
も
ん

や
で
。
昨
日
の
神
田
さ
ん
も
そ
う
や
っ
た
や
ろ
？
」

　
「
そ
う
い
や
…
」

　

翔
平
は
今
朝
の
通
勤
途
中
の
こ
と
を
思
い
返
し
て

み
た
。

　
「
自
転
車
こ
い
で
て
も
視
線
を
感
じ
る
ん
だ
よ
」

　
「
…
」

　
「
今
ま
で
ず
っ
と
通
っ
て
き
た
道
だ
よ
。
こ
の
姿

に
な
っ
て
か
ら
行
く
人
行
く
人
の
視
線
を
感
じ
る
。

そ
ん
な
経
験
こ
れ
ま
で
に
一
度
も
な
い
よ
」

　

口
を
動
か
す
こ
と
も
忘
れ
、
あ
っ
け
に
と
ら
れ
た

よ
う
な
表
情
で
翔
平
を
見
つ
め
る
八
柳
。

　
「
な
ん
か
人
気
者
に
な
っ
た
み
た
い
」

　

そ
う
言
っ
て
翔
平
は
箸
を
持
っ
て
い
る
手
で
口
を

隠
し
な
が
ら
く
す
く
す
笑
っ
た
。

　
「
そ
ん
な
も
ん
か
ね
、
イ
ケ
メ
ン
は
」

　

溜
息
を
つ
く
よ
う
に
八
柳
は
洩
ら
し
た
。

　
「
た
だ
お
前
気
を
付
け
ろ
よ
。
女
は
そ
う
か
も
し

れ
ん
け
ど
、
案
外
男
は
な
…
」

　

声
を
潜
め
な
が
ら
八
柳
が
喋
り
出
し
た
瞬
間
。

　
「
お
前
ら
」

　

野
太
い
声
が
隣
か
ら
聞
こ
え
た
。
振
り

向
く
と
吉
村
の
姿
。

　
「
何
を
コ
ソ
コ
ソ
喋
っ
と
ん
ね
ん
。
共
謀

罪
で
締
め
上
げ
ん
ぞ
」

　

得
も
知
れ
ぬ
感
情
に
満
ち
た
野
太
い
声

が
体
に
響
い
た
。

　
「
…
男
は
嫉
妬
深
い
か
ら
な
」

　

八
柳
が
蚊
の
鳴
く
よ
う
な
声
が
翔
平
の

耳
に
微
か
に
届
い
た
。

　「これ飲んでよ」
　大伴が自分のロイヤルのボトルを成平に勧める。
　その水割りを飲みながら黒主の件を大伴に質問し
てみた。すると逆に大伴に聞かれた。
　「百人一首の中で一つ不思議な歌があるんだ。気
付いてました」
　いつも暗くて自信なさそうな大伴だが、成平に話
す彼は富田のような風格があった。
　「不思議な歌ってどれなんです。どれも普通なよ
うな気がしますけど。しいていえば最後の後鳥羽院
とその皇子順徳院の２首は少し毛色が違うような気
もしますけど不思議じゃない」
　「奥山に紅葉ふみわけ鳴く鹿の　こゑきく時ぞ秋
はかなしき（古今和歌集215）」
　大伴は５番目の猿丸大夫の歌を上げた。
　「紅葉と鹿の組み合わせが何とも不思議だと思わ
ない」
　成平には何のことか良く分からない。第一花札で
も鹿には紅葉だ。それを大伴が説明する。

　「万葉集では鹿には萩だ。それなのにここではな
ぜ紅葉なのか。この歌が有名になりすぎて我々は鹿
と言えば紅葉だけれど、この当時の常識としては萩
だったと思うんだ。この時代の人にとっては不思議
な歌だったと思うよ。百人一首に植物は桜、梅、白
菊、紅葉の４つしか出てこないけど、これはそれぞ
れ誰か人物を意味していたと思うんだ」
　ここまで言って大伴は話が少し脱線しそうなこと
に気付いた。大伴黒主の歌がなぜ百人一首にないの
か。あるのならどの歌が黒主なのかという質問だっ
たのだ。
　「黒主の歌は五番目にある猿丸大夫の歌だってい
うのが自然だと思うよ。古今和歌集の真名序にも、
大友黒主之歌、古猿丸大夫之次也、と書かれている
だろう。猿丸大夫が柿本人麻呂だなんていう説もあ
るらしいけど、これはおかしい。人麻呂はすでに三
番目に出てきている。あしびきの山鳥の尾のしだり
尾の　ながながし夜をひとりかも寝む（拾遺集778）
だ」

百人一首殺人事件 ⑩

東大阪の古代史研究家

十帖田の古代史塾
12

dance　
最
多
人
数
で

踊
る
盆
踊
り
」。

　

１
．
内
容　

八
尾
正

調
河
内
音
頭
踊
り
を
同

時
に
踊
る
人
数（
浴
衣
、

草
履
）

　

２
．
実
施
日　

平
成

29
年
９
月
９
日
（
土
）

午
後
６
時
半
本
番
ス

タ
ー
ト

　

※
雨
天
の
場
合
、
９

月
10
日
（
日
）
に
順
延

３
．
会
場　

久
宝
寺
緑

地
陸
上
競
技
場
（
八
尾

市
西
久
宝
寺
３
２
３
）

河
内
音
頭
で
ギ
ネ
ス
世
界
記
録

Ⓡ
町
お
こ
し
ニ
ッ
ポ
ン
に
挑
戦
‼

　

河
内
音
頭
の
本
場
、
八
尾
の
夏
を
飾
る
市
内
最

大
の
イ
ベ
ン
ト
「
第
40
回
八
尾
河
内
音
頭
ま
つ

り
」。
今
年
は
第
40
回
と
い
う
記
念
す
べ
き
節
目

の
開
催
に
あ
た
り
、９
月
９
日
（
土
）、10
日
（
日
）

の
２
日
開
催
（
例
年
は
１
日
）
と
し
、
市
民
は
じ

め
来
場
者
が
一
体
と
な
る
取
り
組
み
と
し
て
、
盆

踊
り
を
一
斉
に
踊
る
最
多
人
数
の
ギ
ネ
ス
世
界
記

録
に
挑
戦
す
る
。

切
触
れ
る
こ
と
が
な
く
な

り
ま
し
た
。

　

当
八
尾
十
三
街
道
街
お

こ
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行

委
員
会
は
、
知
識
教
育
先

行
の
現
代
学
校
教
育
に
憂

い
を
感
じ
、
子
ど
も
の
情

操
教
育
を
目
的
に
立
ち
上

げ
た
街
お
こ
し
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
ご
ざ
い
ま
す
。
心

の
豊
か
さ
、
感
謝
の
思
い
、

「
あ
り
が
と
う
」
を
伝
え
る

大
切
さ
は
、
本
来
、
家
庭

に
お
い
て
親
か
ら
子
に
伝

え
る
も
の
で
し
た
。

　

加
え
て
、「
日

本
」
と
い
う
国
、

「
自
分
」
の
ル
ー

ツ
を
知
る
こ
と

も
、
家
庭
内
で

伝
え
る
べ
き
こ

と
で
し
た
。
し

か
し
、
今
日
、

過
去
に
お
い
て

は
当
た
り
前
だ

と
思
わ
れ
て
い

た
、
上
記
の
よ

う
な
情
操
教
育

は
家
庭
は
お
ろ

か
学
校
で
も
一

　

歴
史
の
あ
る
日
本
に
は
、

「
古
事
記
」
と
い
う
書
物
が

存
在
し
、
こ
れ
に
学
ぶ
こ

と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
天

照
大
神
が
天
の
岩
戸
に
お

隠
れ
に
な
っ
た
時
に
、
玉

祖
の
み
こ
と
が
八
尺
瓊
勾

玉
を
つ
く
っ
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

八
尾
十
三
街
道
は
勾
玉

を
作
っ
て
い
た
玉
造
部
の

人
々
が
行
き
来
し
て
い
た

街
道
で
あ
っ
た
り
と
興
味

深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
記
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
、
皇
室
に
ゆ
か

り
も
あ
り
、
古
事
記
に
も

造
詣
の
深
い
竹
田
恒
泰
氏

を
、
縁
あ
っ
て
お
迎
え
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

竹
田
氏
に
、
皇
室
、
古

事
記
と
三
種
の
神
器
に
つ

い
て
お
話
し
い
た
だ
く
こ

と
で
、
ル
ー
ツ
を

知
り
、
次
世
代
を

担
う
人
た
ち
に

〝
互
い
を
敬
う
気

持
ち
〞
を
伝
え
て

い
く
こ
と
の
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
と

考
え
ま
す
。

　

今
回
の
講
演
を

通
じ
て
多
く
の
皆

様
の
ご
支
持
を
頂

戴
い
た
し
ま
し

て
、
更
な
る
地
域

の
活
性
化
に
つ
な

が
れ
ば
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

青山敏子さん

竹
田
恒
泰
氏
特
別
講
演
会

古
事
記
と
三
種
の
神
器
を
語
る

〜
八
尾
十
三
街
道
も
の
が
た
り
〜

実
行
委
員
長 

青
山
敏
子

9月3日日
八尾プリズムホール

　

た
る
も
と
丞
じ
ょ
う
じ史
東
大
阪

市
議
（
49
）
＝
写
真
、
の

「
議
員
活
動
10
周
年
感
謝

の
会
」
が
７
月
９
日
に

シ
ェ
ラ
ト
ン
都
ホ
テ
ル
大

阪
（
大
阪
市
天
王
寺
区
上

本
町
６
）
で
開
か
れ
、
支

援
者
ら
約
６
０
０
人
が
集

い
祝
っ
た
。

　

来
賓
挨
拶
は
田
中
誠
太

八
尾
市
長
、
柳
本
卓
治
参

議
院
議
員
、
石
田
昌
宏
参

議
院
議
員
、
武
田
勝
玄
河

南
町
町
長
、
松
川
る
い
参

議
院
議
員
、
宗
清
皇
一
衆

議
院
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ

行
っ
た
。

　

看
護
師
の
待
遇
向
上
、

慰
安
婦
像
問
題
、
旭
町
庁

舎
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
（
改

修
）
活
用
等
、
市
民
目
線

に
立
っ
て
地
道
な
活
動
を

日
々
実
践
す
る
た
る
も
と

市
議
は
こ
の
10
年
で
市
民

か
ら
信
頼
を
得
て
い
る
。

た
る
も
と
丞
史
東
大
阪
市
議

議
員
活
動
10
周
年
感
謝
の
会

６
０
０
人
が
祝
う

尾
の
地
域
資
源
で
あ
る

河
内
音
頭
を
世
界
に
Ｐ

Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
町

お
こ
し
と

し
て
、
来

年
に
市
制

施
行
70
周

年
を
迎
え

る
八
尾
市

を
Ｐ
Ｒ
し

て
盛
り
上

げ
る
。

　

挑
戦
名

称 

「Lar
gest bon 

　

ギ
ネ
ス
世
界
記
録
に

挑
戦
す
る
こ
と
で
、
八

7月2日に行われたプレイベント
「河内音頭パレード」
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下
積
み
時
代
に
東
映
争
議

　

昭
和
35

（
１
９
６
０
）

年
、
東
映
京

都
撮
影
所
演

劇
部
に
入

社
。
３
本
立

て
の
大
量
生
産
時
代
の

真
っ
た
だ
中
。
朝
６
時
に

は
化
粧
・
結
髪
し
、
か
つ

ら
あ
て
の
順
番
を
待
ち
、

８
時
に
撮
影
、
深
夜
２
、

３
時
に
撮
影
を
終
え
、
大

部
屋
で
衣
装
の
ま
ま
睡
眠

を
と
る
毎
日
だ
っ
た
。
休

ん
だ
り
遊
び
に
出
か
け
た

先
輩
の
代
役
を
務
め
、
先

福
祉
・
住
・
環
境
を
創
造
す
る

株
式
会
社　

日
建
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
福
祉
・
介
護
・
不
動
産  

全
般
）

大
阪
本
社　
　
　

大
阪
市
西
区
西
本
町
１
丁
目
10
番
３
号

　

新
松
岡
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
６―

６
５
３
５―

５
５
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
６―

６
５
３
７―

５
６
７
８

東
大
阪
支
店
・
西
宮
支
店  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

〒550-
0005

日
建

〒581-0055
八尾市跡部南之町 2-2 - 4

日本合成洗剤株式会社

TEL ０７２-９９２-４３１２
FAX ０７２-９９４-１２０５

代表取締役　瀧山　謙

株式会社
西日本電気保安事務所
代表取締役　樽本裕美
〒578-0905
大阪府東大阪市
川田２丁目21番18号

TEL 072―963―7773
FAX 072―963―5832

不
動
産
管
理

代
表
取
締
役　

西
田　

貞
之

八
尾
市
太
子
堂
四
丁
目
四
番
一
号

電
話 

〇
七
二―

九
二
五―

一
三
〇
八

オ
　
ラ

ト
リ
オ 「
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク
八
尾

総
会
を
開
催 

料
亭
山
徳
で

能管を吹く西川知広さん 観客にお礼の挨拶をする出演者

「遠山の金さん」演じる
松方弘樹さん （左） と

写真を見ながら昔を懐かしむ中川陽子さん

西洋音楽と邦楽の
コラボレーション

♪ 第九を超える日本人の合唱曲 ♪

東映
女優 稲垣陽子さん （中川陽子さん） が語る
お芝居と舞いで  生涯現役
まだまだ元気

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

相続大増税‼対策は万全ですか？
電話相談初回無料！お気軽に

岩田志郎税理士事務所
〈八尾東部産業クラブ所属〉

インターネットは「相続ＱＱ隊」または「岩田志郎」で検索してください

八尾市上尾町２―10
（上尾町バス停すぐ） 電話 ０７２―９２１―５６５７

八
尾
モ
ー
ル
株
式
会
社

八
尾
市
北
本
町
二
丁
目
二
番

ペ
ン
ト
モ
ー
ル
や
お
三
番
街

電　

話（
〇
七
二
）九
九
六―

一
一
一
五

塚

谷

俊

介

桐

山

友

良

株
式
会
社
サ
ン
ク
レ
ス
ト

代
表
取
締
役　

植
田　

実

〒
577-
　

0814　

東
大
阪
市
南
上
小
阪
12
番
42
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
６―

６
７
２
５―

５
５
５
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
６―

６
７
２
５―

５
５
３
９

２４

カ
ン
エ
イ
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長 

菅　

春
水

代
表
取
締
役
社
長 

菅　

康

〒
五
八
一―

〇
〇
五
二　

八
尾
市
竹
渕
２
丁
目
１
３
６
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
六
）六
七
〇
八―

七
五
一
七（
代
）

各
種
表
面
処
理
薬
剤

産業機械  設計・製作 及び

材料から組立までトータルな製造工程で幅広くお応えします

製缶・溶接・機械加工

中西工業株式会社
会　　　長　中 西 　 博
代表取締役　中 西 啓 豪

機械器具設置工事業　第４４１２４号

〒581―0842　大阪府八尾市福万寺町２丁目 71 番地
TEL 072―998―1323    FAX 072―998―1312

税
理
士　

奥
田 　

順

税
理
士　

奥
田 

恭
久

奥
田
会
計
事
務
所

〒
５
４
２―

０
０
６
１

大
阪
市
中
央
区
安
堂
寺
町
２―

２―

８―

７
０
１

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
６―

６
７
６
６―

１
０
２
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
６―

６
７
６
６―

１
０
２
２

（
事
務
所
長
）

〒581
-0867

八
尾
市
山
本
町
南
１―

10―
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０
１
２
０―

３
５―

５
６
７
８

月
〜
土　

10
時
〜
19
時
（
18
時
受
付
終
了
）

定
休
日　

日
祝

桃
源
の
里
治
療
院

代
表　

小
橋　

稔
子

（
あ
ん
ま
指
圧
マ
ッ
サ
ー
ジ
）

有
料
老
人
ホ
ー
ム
・
高
齢
者
専
用
賃
貸
住
宅
の
こ
と
な
ら

株
式

会
社

小
滝
工
務
店

当
社
の
豊
富
な
実
績
に
よ
り
、
蓄
積
さ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
と
に

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
か
ら
事
業
計
画
・
施
工
ま
で
お
任
せ
く
だ
さ
い

〒
581―

0016 

八
尾
市
八
尾
木
北
６
丁
目
55―

２

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
２―

９
９
６―

６
８
２
０

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
７
２―

９
２
３―

０
０
１
５

　

今
回
も
消
費
税
の
話
。
以
前
は
売
上
の
中
に
非
課

税
の
売
上
が
あ
っ
て
も
全
体
の
売
上
の
5
％
ま
で
な

ら
、
仕
入
経
費
に
含
ま
れ
て
い
る
消
費
税
を
全
額
引

い
て
納
税
額
を
算
出
し
ま
し
た
。
覚
え
て
い
ま
す

か
？ 

消
費
税
は
売
上
と
共
に
預
か
っ
た
消
費
税
か

ら
仕
入
や
経
費
に
含
ま
れ
て
い
る
消
費
税
を
引
い

て
、
そ
の
差
額
を
税
務
署
に
納

税
す
る
の
で
す
。

　

前
回
の
建
設
業
の
事
例
で
言

う
と
、
土
地
と
建
物
の
売
上
が

あ
る
場
合
は
、
土
地
の
金
額
が

高
く
な
れ
ば
、
課
税
売
上
割
合

は
低
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
事

業
者
が
納
税
す
る
消
費
税
が
増

え
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
は
課

税
売
上
割
合
に
よ
っ
て
控
除
す

る
消
費
税
を
算
出
す
る
た
め
、

土
地
の
比
率
が
高
い
と
消
費
税
が
高
く
な
る
の
で

す
。
そ
こ
で
経
費
を
土
地
で
あ
る
非
課
税
売
上
に
か

か
る
経
費
と
建
物
の
課
税
売
上
に
か
か
る
経
費
に
分

け
て
計
算
す
る
方
法
（
個
別
対
応
方
式
）
を
選
択
す

る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

厄
介
な
の
は
、
一
括
比
例
配
分
方
式
と
ど
ち
ら
が
有

利
か
の
判
断
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。
ま
た
経

費
を
分
類
す
る
作
業
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
厳
密
に
言

う
と
、
ど
ち
ら
に
も
分
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
は

「
共
通
」
と
し
て
、
３
つ
に
分
け
る
様
に
な
っ
て
い
る

の
で
す
が
、
は
っ
き
り
し
て
い
る
も
の
な
ら
良
い
で
す

が
、
例
え
ば
消
し
ゴ
ム
を
買
っ
た
…
事
務
費
だ
か
ら
ど

ち
ら
と
も
言
え
な
い
の
で
「
共
通
」、

大
工
さ
ん
の
作
業
服
は
？ 

た
ま
に

現
場
に
出
る
人
の
作
業
服
は
？ 

現

場
で
食
べ
た
残
業
食
は
？ 

事
務
所

で
食
べ
た
残
業
食
は
？ 

考
え
始
め

る
と
…
ど
っ
ち
か
判
断
し
に
く
い
。

　

で
き
れ
ば
安
く
し
た
い
。
悩
む

わ
け
で
す
。
一
般
の
会
社
に
は
関

係
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
き
や
、
土

地
の
売
上
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
受

取
利
息
や
株
の
売
却
は
非
課
税
の

売
上
に
な
る
た
め
、
分
類
作
業
を
し
な
い
と
ど
う
し
て

も
消
費
税
が
高
く
な
る
の
で
す
。
こ
れ
を
納
税
者
の
皆

さ
ん
に
や
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
で
き
る
で
し
ょ
う

か
。
税
理
士
が
や
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
す
。
も
っ
と

簡
単
に
し
た
方
が
良
い
気
が
す
る
の
は
税
理
士
で
あ
る

私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

税制改正は毎年あるのだけど⑥

笑う笑う
税理士
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税理士 上西　知

な
つ
か
し
い
写
真

近
鉄
電
車
〈
写
真
提
供
〉

読
者・坂
口
　
功

撮影時期　昭和34年12月15日
撮影場所　大阪上本町駅　構内にて

　２代目ビスタカーが誕生し大阪―名古屋間の直通
運転が開始された直後の写真です。
　昭和34年９月の伊勢湾台風により近鉄名古屋線
は、壊滅的な被害を受け線路幅も狭軌1067mから標
準軌1435mに改軌されました。
　伊勢中川駅では、スイッチバックをしていました
が、昭和36年３月に伊勢中川駅手前に大阪線から名
古屋線に新しい線路の開通によりここにノンストッ
プ特急が誕生しました。
　当初は、名古屋までノンストップでしたが、昭和
36年４月に大阪環状線が全線開通と同時にすべての
特急を鶴橋駅に停車させることになりました。
　その後もノンストップ特急の愛称で多くの方に利
用されました。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
ラ
ウ
ン

ド
ワ
ー
ク
八
尾
（
菅
春
水

代
表
理
事
）
は
、
平
成
20

年
の
設
立
以
来
、
環
境
の

保
全
・
文
化
の
振
興
・
子

ど
も
の
健
全
な
育
成
を
重

視
し
た
地
域
社
会
の
形
成

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
事
業
を
行
っ
て
い

る
。

　

平
成
29
年
６
月
22
日
に

料
亭
山
徳
（
八
尾
市
本
町

４
）
で
行
わ
れ
た
総
会
で

は
、
昨
年
度
の
事
業
報
告

と
決
算
報
告
、
今
年
度
の

事
業
計
画
と
予
算
案
が
審

議
さ
れ
、
満
場
一
致
で

可
決
さ
れ

た
。

　

ま
た
、

毎
年
恒
例

の
懇
親
会

で
は
、
新

規
会
員
様

の
紹
介

を
は
じ

め
、
各
理

事
と
会
員

様
の
近
況

の
発
表
が

あ
り
、
ホ

タ
ル
の
求
愛
行
動
の
話
や

環
境
活
動
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
化
の
提
案
、
地
名
の
由

来
と
環
境
の
話
な
ど
、
多

種
多
様
な
話
題
で
賑
わ
っ

た
。

　

平
成
29
年
度
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク

八
尾
は
、
八
尾
市
立
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
学
習
プ

ラ
ザ
の
指
定
管
理
業
務
を

発
展
さ
せ
、
八
尾
の
ご
み

減
量
３
Ｒ
の
推
進
と
環
境

保
全
活
動
の
啓
発
に
積
極

的
に
取
り
組
む
。

　

ま
た
、
企
業
の
環
境
配

慮
の
取
り
組
み
を
認
証
す

る
大
阪
Ｋ
Ｅ
Ｓ
環
境
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
啓

発
活
動
を
実
施
し
Ｋ
Ｅ
Ｓ

普
及
の
拡
大
を
目
指
す
。

　

さ
ら
に
、
い
き
い
き
八

尾
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

事
務
局
と
し
て
の
責
任
を

果
た
す
と
共
に
、
八
尾
の

若
者
の
環
境
教
育
を
目
的

と
し
た
新
た
な
事
業
を
計

画
し
、
環
境
ア
ニ
メ
イ
テ

ィ
ッ
ド
や
お
の
活
動
に
寄

与
す
る
。

　

京
都
太
秦
映
画
村
は
映
画
の
テ
ー
マ

パ
ー
ク
。
時
代
劇
の
撮
影
風
景
や
江
戸
の

オ
ー
プ
ン
セ
ッ
ト
は
訪
日
客
の
人
気
ス

ポ
ッ
ト
だ
。

　

今
は
昔
。
映
画
全
盛
時
代
の
東
映
で
監

督
や
ス
タ
ッ
フ
か
ら
慕
わ
れ
「
余
人
を

も
っ
て
代
え
が
た
い
」
名
脇
役
と
し
て
独

特
の
味
わ
い
で
活
躍
し
て
き
た
女
優
・
稲

垣
陽
子
さ
ん
（
本
名
・
中
川
陽
子
さ
ん
、

77
）。
芸
能
生
活
57
年
、
今
尚
、
お
声
が

か
か
る
現
役
女
優
は
日
本
舞
踊
と
水
彩
画

な
ど
を
楽
し
ん
で
い
る
。
京
都
・
河
原
町

で
営
む「
お
ふ
く
ろ
の
味　

浮
舟
ぽ
に
い
」

で
素
顔
を
取
材
し
た
。

輩
の
衣
装
を
た
た
む
な
ど

の
下
積
み
生
活
。
こ
れ
か

ら
だ
と
い
う
時
に
東
映
争

議
に
巻
き
込
ま
れ
「
君
は

ま
だ
若
い
、
他
に
も
仕
事

が
あ
る
だ
ろ
う
」
と
ク
ビ

を
言
い
渡
さ
れ
た
。「
私

は
役
者
に
な
り
た
く
て
こ

こ
に
入
っ
た
」
と
労
組
大

会
で
訴
え
仲
間
た
ち
と

残
っ
た
と
言
う
。

　
「
お
イ
ネ
」
と
可
愛
が

ら
れ
る
中
島
貞
夫
監
督
や

深
作
欣
也
監
督
ら
か
ら
台

本
を
も
ら
っ
た
の
は
入
社

後
10
年
。
現
場
で
は
監
督

の
指
示
で
即
興
的
に
演
じ

た
こ
と
、
殺
陣
師
陣
か
ら

も「
こ
こ
は
お
イ
ネ
だ
！
」

と
声
が
か
か
っ
た
り
し
て

い
た
こ
と
等
か
ら
台
本
を

も
ら
う
よ
う
に
な
っ
た
。

「
私
は
美
人
で
は
な
い
が

愛
く
る
し
い
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
」
と

微
笑
み
な
が
ら
懐
か
し

む
。
会
社
か
ら
徳
川
夢
声

さ
ん
や
志
村
喬
さ
ん
ら
の

付
き
人
を
命
じ
ら
れ
た
。

　

徳
川
夢
声
さ
ん
か
ら

「
東
京
へ
連
れ
て
帰
り
た

い
」
と
乞
わ
れ
た
が
「
私

は
役
者
志
望
で
す
か
ら
」

と
断
っ
た
と
の
こ
と
。

思
い
出
深
い
作
品

　

数
多
く
の
作
品
の
中
で

最
も
思
い
出
深
い
の
は
深

作
欣
也
監
督
の
「
仁
義
な

き
戦
い
」。
監
督
が
ロ
ケ

ハ
ン
で
ア
ル
中
の
女
が
歩

い
て
い
る
の
を
見
て
「
こ

の
役
は
お
イ
ネ
だ
」
と
、

会
社
に
連
絡
。
社
命
を
受

け
「
一
晩
考
え
、
イ
メ
ー

ジ
を
膨
ら
ま
せ
て
翌
朝
、

崩
れ
た
格
好
を
し
て
現
場

に
行
き
ま
し
た
」。「
青
春

の
門
」
で
は
松
坂
慶
子
さ

ん
と
炭
鉱
夫
の
女
房
役
で

１
カ
月
の
九
州
ロ
ケ
で
一

緒
だ
っ
た
こ
と
、
佐
藤
純

也
監
督
の
「
男
た
ち
の
大

和
」
で
は
調
理
人
役
を
演

じ
た
こ
と
、
今
年
１
月
の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
２
０
１
７
Ｂ
Ｓ
新

春
時
代
劇
「
大
岡
越
前
」

で
加
藤
剛
さ
ん
に
会
え
て

嬉
し
か
っ
た
こ
と
な
ど
を

語
っ
た
。

　

舞
台
で
は
４
年
前
に

「
お
家
さ
ん
」
で
竹
下
景

子
さ
ん
と
兵
庫
県
立
芸
術

文
化
セ
ン
タ
ー
で
演
じ

た
。「
お
声
が
か
か
れ
ば

い
つ
で
も
出
て
い
く
」
と

年
相
応
の
役
回
り
を
こ
な

す
、
貴
重
な
存
在
だ
。

多
芸
多
才
ぶ
り
を
発
揮

　

慰
問
先
の
老
人
ホ
ー
ム

で
舞
う
日
本
舞
踊
は
東
千

之
助
師
匠
に
習
い
だ
し
て

か
ら
60
年
。
今
は
若
菜
流

の
普
及
に
努
め
、
慰
問
先

で
「
無
理
な
姿
勢
と
る
こ

と
な
く
自
然
な
動
き
か
ら

足
腰
を
鍛
え
る
こ
と
が
で

き
、認
知
症
の
予
防
に
も
」

と
効
能
を
強
調
す
る
。

　

60
歳
か
ら
始
め
た
水
彩

画
は
５
月
の
「
新
美
２
０

１
７
年
公
募
展
」
に
２
点

出
品
し
た
。
鑑
賞
し
た
記

者
の
友
人
は
「
飾
り
気
な

し
の
素
直
な
絵
」と
評
価
。

母
親
は
裏
千
家
の
師
範
、

父
親
は
未
生
流
の
先
生
と

恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
才

能
を
育
ん
で
き
た
。
礼
儀

作
法
や
立
ち
居
振
る
舞
い

を
テ
レ
ビ
や
映
画
で
指
導

す
る
な
ど
多
才
ぶ
り
を
発

揮
し
て
い
る
。　

世
界
に
日
本
時
代
劇
を
発
信

　
「
と
に
か
く
前
向
き
」

が
信
条
。「
元
気
な
間
は

お
芝
居
と
踊
り
を
し
た

い
」
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
だ
。

元
気
の
源
は
「
ふ
っ
と

思
っ
た
ら
す
ぐ
や
る
こ

と
」「
朝
起
き
た
ら
キ
ョ

4

4

ウ
イ
ク

4

4

4

」
と
笑
い
飛
ば
し

た
。
撮
影
所
で
「
お
イ
ネ

さ
ん
は
ヒ
マ
ワ
リ
だ
」
と

呼
ば
れ
て
い
た
の
も
肯
け

る
。

　

最
後
に
、「
時
代
劇
の

激
減
は
寂
し
い
。
時
々
訪

れ
る
太
秦
映
画
村
に
外
国

人
が
多
い
の
は
日
本
文
化

へ
の
関
心
が
高
い
の
で

し
ょ
う
。
日
本
の
文
化
や

時
代
劇
を
世
界
に
発
信
す

べ
き
で
す
」
と
映
画
黄
金

期
に
太
秦
で
育
っ
た
映
画

人
と
し
て
、
ま
た
店
の
女

将
さ
ん
と
し
て
訴
え
た
。

�

（
石
河
亮
平
）

独
特
の
味
わ
い
に
存
在
感

《問い合わせ先》

おふくろの味　浮舟ぽにい
京都市中京区河原町六角東入
六角河原町ビル 3F
TEL 075-231-3767

　
深
作
欣
也
監
督
が
指
名

「
こ
の
役
は
お
イ
ネ
だ
！
」

広域

　

倭
や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

建
命
の
英
雄
伝
説
を
合
唱
と
独
唱
で
歌
い
上
げ

る
オ
ラ
ト
リ
オ
「
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
」
が
６
月
25
日
に

Ｌ
Ｉ
Ｃ
は
び
の
（
羽
曳
野
市
軽
里
１
）
で
行
わ
れ
た
。

　
「
第
九
を
超
え
る
日
本
人
の
合
唱
曲
を
作
ろ
う
」

と
男
性
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ「
ボ
ニ
ー
ジ
ャ
ッ
ク
ス
」

の
西
脇
久
夫
氏
（
81
）
が
発
案
し
、
作
家
の
な
か
に

し
礼
氏
（
78
）
が
台
本
を
手
が
け
、
作
曲
家
の
三
枝

成
彰
氏
（
74
）
が
作
曲
し
た
。

　

平
成
10
年
に
東
京
で
行
わ
れ
た
大
規
模
公
演
以
来

と
な
っ
た
復
活
公
演
だ
け
あ
っ
て
、
期
待
す
る
人
が

多
く
、
公
演
１
カ
月
前
に
は
前
売
り
券
が
完
売
す
る

ほ
ど
。
当
日
、
補
助
席
も
出
さ
れ
、
７
２
０
人
の
観

客
で
会
場
が
埋
め
尽
く
さ
れ
た
。

　

地
元
の
シ
グ
ナ
ス
混
声
合
唱
団（
桑
田
隆
夫
団
長
）

と
羽
曳
野
少
年
少
女
合
唱
団
が
熱
唱
し
た
。
西
洋
音

楽
と
邦
楽
を
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
「
ヤ
マ
ト
タ

ケ
ル
」
は
独
特
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
生
み
出
し
、
観
客

を
古
代
へ
と
誘
っ
た
。

総会には田中誠太八尾市長（右から５人目）も参加

〒
581―

0085 　
八
尾
市
安
中
町
３―
７―

６

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
七
二
（
九
九
〇
）
六
五
六
五

院
長　

西　
村　
明　
子

医
療
法
人 

に
し
む
ら
耳
鼻
咽
喉
科

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
治
療
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

有
限
会
社　

増
井
ふ
と
ん
店

八
尾
市
山
本
高
安
町
二―

一
二―

九

Ｔ
Ｖ
・
マ
ス
コ
ミ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
！

マ
ス
イ
フ
ト
ン　

オ
ー
ダ
ー
ま
く
ら

￥
８
、８
０
０（
税
込
）〜
￥
１
４
、９
０
０（
税
込
）

（
近
鉄
高
安
駅
前
）

☎（
〇
七
二
）九
二
二―

三
〇
九
〇

シ
ェ
フ
の
グ
ル
メ
を
ご
家
庭
に

株
式
会
社
ト
ン
ソ
ン
ジ
ャ
パ
ン

代
表
取
締
役　

星
山
澄
夫

東
大
阪
市
高
井
田
８―

12

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
６―

７
８
９
７―

５
２
１
８

ビ
ュ
ー
テ
ィ
バ
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
エ
バ
ー

女
性
の
み
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ロ
ン

JR
久
宝
寺
駅
南
口　

サ
ン
ハ
イ
ツ
田
中

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
七
二
）九
七
四―

七
一
八
一

カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

誕
生
日
会

パ
ー
テ
ィ
ー
等
に
ご
利
用
下
さ
い

八
尾
市
太
子
堂
１―

５―

15

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
２―

９
９
４―

９
８
５
９

０
９
０―

３
３
５
３―

１
１
１
０

豪
華

ス
テ
ー
ジ
と
音
響
で

ス
タ
ー
気
分

豪
華

ス
テ
ー
ジ
と
音
響
で

ス
タ
ー
気
分

カ
ラ
オ
ケ
ス
テ
ー
ジ

エ
シ
ャ
ロ
ッ
ト

株
式
会
社
み
つ
や

代
表
取
締
役
社
長  

北 

野 

順 

平

           

東
大
阪
市
菱
江
１―

16―

３

☎
０
７
２―

９
６
０―

３
７
２
５
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R
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東　　　 大　　　 阪 （４）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 平成２９年７月１５日（土）

取
材
に
は
松
井
久
尚
柏
原
副
市
長
（
左
）
も
同
席

設　立　1988年（昭
和63年）６月
資本金　1000万円
事業内容　エンジニ
アリングプラスチッ
ク加工（NCフライス、

NCルーター、NC旋盤加工）、
プラスチック総合加工（真空
圧空成形・熱曲げおよび接着、
溶接加工）
従業員　11人、パート５人　

（平均年齢：40歳）
売上高　1.7億円見込み（17
年度）
所属団体　大阪府中小企業家
同友会、八尾市商工会議所
認証歴　2012年10月　大阪も
のづくり優良企業賞受賞　
2013年10月　KESステップ１
認証取得
本社・工場　八尾市跡部南の
町１―１－１
TEL072－993－1329
FAX072－993－1754
E-mail: zua06302@nifty.com

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

　

息
子
を
亡
く
し
た
夫
婦
の
会
話
が
耳
に
入
り
胸

を
痛
め
た
の
は
、
私
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
マ
リ

ア
の
テ
ン
シ
ョ
ン
も
下
が
り
、
２
人
の
間
に
気
ま

ず
い
空
気
が
流
れ
た
。

　

し
ば
ら
く
無
言
の
ま
ま
食
事
を
し
て
い
た
が
、

マ
リ
ア
は
思
い
切
っ
た
よ
う
に
右
目
を
閉
じ
て
ウ

イ
ン
ク
し
た
。
そ
し
て
、
隣
席
の
夫
婦
に
話
し
か

け
た
。

　
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
た
め
に
ご
子
息
は
立
派
に
戦

わ
れ
た
の
で
す
ね
。
英
雄
で
す
わ
。
ご
子
息
に
献

杯
し
ま
し
ょ
う
」

　

そ
う
言
う
と
、
自
分
の
持
っ
て
い
る
ウ
オ
ツ
カ

の
グ
ラ
ス
を
高
く
掲
げ
た
。

　
「
英
雄
の
ご
子
息
に
！
」

　

夫
婦
は
目
を
丸
く
し
て
ぽ
か
ん
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
大
き
な
瞳
か
ら
大
粒
の
涙
を
流
す
マ
リ

ア
を
見
て
、
夫
婦
の
表
情
は
驚
き
か
ら
喜
び
に
変

わ
っ
た
の
が
見
て
取
れ
た
。

　
「
あ
り
が
と
う
」

　

夫
人
は
マ
リ
ア
の
手
を

取
っ
た
。

　
「
そ
う
、
息
子
は
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
た
め
に
ロ
シ
ア

と
戦
っ
て
散
っ
た
の
。
犬

死
に
で
は
な
い
わ
。
讃
え

る
べ
き
だ
わ
ね
」

　

妻
の
笑
顔
を
見
て
安
心

し
た
よ
う
に
頷
く
初
老
の

男
性
。
ウ
オ
ツ
カ
の
入
っ

た
グ
ラ
ス
を
掲
げ
た
。

　
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
た
め

に
！
」

　

映
画
の
１
コ
マ
の
よ
う
な
光
景
を
あ
っ
け
に
取

ら
れ
て
ぼ
ん
や
り
と
眺
め
て
い
た
私
は
、
そ
の
中

に
脇
役
と
し
て
登
場
し
て
い
る
こ
と
に
に
わ
か
気

づ
き
、
立
ち
上
が
り
杯
を
掲
げ
た
。
そ
し
て
、
一

気
に
飲
み
干
す
。
文
字
通
り
「
乾
杯
」
だ
。

　

空
に
な
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ラ
ス
に
夫
君
が
な

み
な
み
と
ウ
オ
ツ
カ
を
注
ぐ
。

　

夫
人
が
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
栄
光
を
」
と
杯
を
掲

げ
る
。
私
が
「
英
雄
に
栄
光
を
」
と
続
い
た
。

　

一
気
に
流
し
込
ん
だ
ウ
オ
ツ
カ
が
胃
の
粘
膜
を

溶
か
す
か
の
よ
う
に
突
き
刺
す
。
唐
辛
子
と
蜂
蜜

入
り
ウ
オ
ツ
カ
だ
。

　

我
々
４
人
の
乾
杯
劇
場
を
見
て
い
た
観
客
、
つ

ま
り
店
の
客
が
皆
立
ち
上
が
り
、
拍
手
を
送
る
。

そ
し
て
、
め
い
め
い
が
グ
ラ
ス
を
掲
げ
、「
英
霊

の
た
め
に
」「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
た
め
に
」
と
雄
叫

び
を
上
げ
た
。

　

ウクライナ

連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
82

英霊を讃える

全国各地の食材を使いアレンジしたイタリア料
理やネパール料理をお楽しみいただけます。
たくさんのイベントや、各種パーティなどの企
画も予定しております。
ご家族やお友だちをお誘いの上、ぜひご来店く
ださい。

住　　所　大阪八尾市西高安町 2丁目 8番地
営業時間
ランチ　　11：00～ 14：00
ディナー　17：30～ 23：00（L.O.22：00）
上記以外の時間は、喫茶のみとなります。 

定　休　日　毎週火曜日

スタツィオーネ　☎072-999-0036

株
式
会
社
ア
イ
シ
ー
ド

〒541-0057
大阪市中央区北久宝寺町

3-5-12-9F
TEL06-6252-7737
FAX06-6252-7738

法
人
営
業
部
部
長
木
村
達
也

ト
ー
タ
ル
タ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

自転車は駅周辺の自転車駐車場へ

レンタサイクル貸出中

http://www.yao-citynet.co.jp

今すぐＱＲコードを
読み取ろう！

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

認
定
こ
ど
も
園

認
定
こ
ど
も
園

院　

長　
原　

田　

博　

雅

一
、
地
域
住
民
の
健
康
な
生
活
を
守
る
た
め
、

 

高
度
で
良
質
な
医
療
を
提
供
し
ま
す
。

一
、
信
頼
さ
れ
る
市
の
中
核
病
院
と
し
て
、

 

地
域
に
密
着
し
た
医
療
を
推
進
し
ま
す
。

一
、
市
民
に
誇
れ
る
公
立
病
院
と
し
て
、

 

品
格
あ
る
病
院
運
営
を
実
践
し
ま
す
。

八
尾
市
東
本
町
３―

６―

10　
た
ば
こ
ビ
ル
３
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
２―

９
９
０―

５
２
４
４

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
７
２―

９
９
０―

５
２
４
３

自
由
民
主
党

大
阪
府
第
十
四
選
挙
区
支
部

代
表
取
締
役

社
　

長

創　

介

松
葉
温
泉 

滝
の
湯

天
然
ラ
ド
ン
温
泉
と

お
い
し
い
料
理
で
お
も
て
な
し

〒
597―

0102　

貝
塚
市
木
積
３
４
８
８
番
地

０
１
２
０―

０
４
１―

５
５
１　
　

この広告をお持ちの方は200円引き
入湯料：大人700円→500円

〒581-0018 八尾市青山町４―５―25
メゾンカリフ 103

日本維新の会
衆議院 大阪府第14選挙区支部

第 5回世界に羽ばたけ
『夢』スピーチコンテスト
支援金額：120万円

主催：一般財団法人青少年夢応援隊
協賛：株式会社サンクレスト
後援：大阪府、東大阪市
公式サイト：http://yumeouentai.com

【出場者一次選定】
　作文を基にスピーチコンテスト本選出場者 10名を選考いたします。
①公式サイトより『出場申込書』をダウンロードし、必要事項を記入
②「夢」というテーマで作文を書いていただきます。
　また、受賞した際の支援金の使途も記載ください。
　※原稿用紙（400 字詰め）にて３枚まで
　※手書き、パソコン等問わない
③応募方法：「出場申込書」と「原稿」を併せてメール又は
　郵便でお送りください。
　※「出場申込書」と「原稿」はＨＰよりダウンロード
      してください。
　※メールを送る際の件名は「スピーチコンテスト応募」
      としてください。
④送り先：郵送の場合　宛先：大阪府東大阪市南上小阪 12-42
一般財団法人青少年夢応援隊　スピーチコンテスト企画係宛
メールの場合　info@yumeouentai.com
問い合わせ☎06-6725-0511
⑤原稿締切：平成 29年８月 31日（木）必着

東大阪の企業  株式会社サンクレストが応援しています

【開催趣旨】
将来の夢や目標があるが、経済的支援を必要とする
若者が自身の「夢」をテーマにスピーチを行い、
受賞者を選定、支援金権利を授与いたします。
【応募資格】
大阪在住または在学・在勤の 16歳以上 25歳までの青少年
（1992 年４月２日～ 2002 年４月１日生まれの方）

【本選開催日時】平成29年10月15日（日）
　　　　　13時 30分～ 17時
本選開催場所：大阪商業大学ユニバーシティホール蒼天
　　　　住所：大阪府東大阪市御厨栄町 4-1-10
　　　　　

10月 21日（土）
17：30開演（17：00開場）
八尾市文化会館プリズムホール
■チケット 全席指定・税込み（当日増なし）
一　般6,800円
障がいのある方とその介添えの方１名様まで5,800円
友の会6,300円
玉置浩二は、元ロックバンド「安全地帯」のボーカリストでミュージシャ
ン。繊細で情感のこもった曲や、パワフルな曲など、幅広いジャンルを歌い
こなせる力量を持っており、熱狂的なファンを持つ。1987年に安全地帯
でデビュー。1993年には活動を休止し、ソロ活動に専念。1996年には、
玉置浩二自らが主演したドラマ「コーチ」の主題歌である「田園」が大ヒッ
トし、紅白歌合戦の出場を果たす。2002年には「安全地帯」の活動の再開
を発表。途中で活動休止があったものの、現在も活動を続けている。玉置浩
二のハスキーな声と、伸びやかな歌声、そして男から見てもほれぼれする
ビジュアルは多くのファンの心をつかみ、今だに高い人気を博している。

 玉置浩二　ALL TIME BEST「30」
～ 30th Anniversary Tour 2017 ～

ソロ 30周年を記念して、ヒット曲の数々で贈るスペシャルコンサート！

　

今
年
２
月
の

柏
原
市
長
選
挙

で
初
当
選
を
果

た
し
た
冨
宅
正

浩
氏
（
42
）
を

柏
原
ロ
ー
カ
ル

記
者
ク
ラ
ブ

（
河
内
新
聞
社
、
東
大
阪
新

聞
社
加
盟
）
が
取
材
し
た
。

7
月
７
日
に
柏
原
市
役
所

２
階
の
市
長
室
（
柏
原
市

安
堂
町
１
）
で
午
後
２
時

か
ら
約
１
時
間
、
冨
宅
新

市
長
は
市
政
運
営
方
針
を

熱
く
語
っ
た
。

　

財
政
立
て
直
し
を
最
優

先
課
題
と
し
、
身
を
切
る

施
作
を
前
面
に
打
ち
出
し

た
。

　

ま
ず
は
、
市
長
お
よ
び

特
別
職
（
副
市
長
、
教
育

長
、
病
院
事
業
管
理
者
）

の
給
料
月
額
20
パ
ー
セ
ン

ト
カ
ッ
ト
。
さ
ら
に
、
市

長
の
退
職
金
お
よ
び
公
用

車
の
廃
止
。
副
市
長
を
２

人
か
ら
１
人
体
制
へ
。
上

下
水
道
管
理
者
を
置
か
ず
、

市
長
が
兼
務
。
市
役
所
組

織
ス
リ
ム
化
の
た
め
、
２

部
２
課
９
係
を
削
減
。

　
「
市
民
フ
ァ
ー
ス
ト
で
市

政
に
取
り
組
み
ま
す
」
と

冨
宅
氏
は
抱
負
を
語
っ
た
。

定
期
総
会
開
催

和
や
か
に
懇
親
会
も

　

八
尾
交
通
安
全
協

会（
石
井
多
聞
会
長
）

の
平
成
29
年
度
定
期

総
会
が
６
月
21
日
に

八
尾
市
文
化
会
館
プ

リ
ズ
ム
ホ
ー
ル
（
八

尾
市
光
町
２
）
で
開

か
れ
た
。
そ
の
後
、

懇
親
会
が
開
か
れ
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の

な
か
、
約
60
人
が
親

交
を
深
め
た
。
懇
親

会
が
盛
り
上
が
り
を

見
せ
た
と
こ
ろ
で
、

江
口
繁
さ
ん
（
68
）

が
登
壇
し
、
ア
カ
ペ

ラ
で
「
大
阪
府
八
尾

警
察
署
歌
」（
積
川

善
光
作
詞
、
小
山
悦

子
作
曲
）
を
披
露
。

初
め
て
聞
く
人
も
多

く
、注
目
を
集
め
た
。

　

続
い
て
、
八
尾
警

察
署
員
が
登
壇
し
、

「
こ
の
道
」「
こ
の
世

を
花
に
す
る
た
め

に
」（
ど
ち
ら
も
川

内
康
範
作
詞
、
猪
俣

公
章
作
曲
）
を
合
唱

し
た
。
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次世代を担う山田貴史さん（左）と山田耕司社長

　主要７カ国（G ７）環境相会合は６月
12 日、地球温暖化防止策の国際的な枠
組み「パリ協定」の履行を推進すると共
同声明を採択し、閉幕した。温暖化対策
以外では、深刻化するプラスチックごみ
による海洋汚染を防ぐための努力を強化
し、資源の有効利用や食品廃棄の削減に
貢献する方策をまとめた「ボローニャ５
カ年ロードマップ」が発表された。この
ような国際的枠組みが進む中、積極的に
環境経営を実践している東海化成品株式
会社（大阪府八尾市跡部南の町１―１－
１）の山田耕司社長（61）を訪ねた。

　

同
社
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
加
工

と
真
空
圧
空
成
形
・
熱
曲
げ
お
よ
び
接
着
、
溶
接
加

工
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
総
合
加
工
業
を
営
む
。
工

場
で
は
ブ
ロ
ッ
ク
、
丸
棒
、
樹
脂
板
な
ど
か
ら
端
材
、

切
粉
な
ど
の
産
業
廃

棄
物
が
必
ず
出
る
。

こ
れ
ら
を
ど
の
よ
う

に
抑
え
て
い
く
か
が

経
営
課
題
だ
。
多
品

種
少
量
生
産
の
も
と
高
付
加
価
値
商
品
を
生
み
出
す

同
社
は
、
医
療
機
器
や
オ
ム
ツ
な
ど
の
大
手
企
業
の

製
造
ラ
イ
ン
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
固
有

技
術
の
高
さ
が
分
か
る
。そ
の
上
で
山
田
社
長
は「
常

に
企
業
価
値
を
高
め
る
こ
と
を
し
て
お
け
ば
世
間
は

見
捨
て
な
い
。
特
に
環
境
問
題
に
つ
い
て
は
価
値
を

高
め
る
上
で
重
要
な
こ
と
」
と
話
す
。

　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
０（
国
際
的
な
環
境
管
理
規
格
）

が
輸
出
関
連
企
業
に
普
及
し
て
久
し
い
。
同
社
は
Ｉ

Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
０
の
国
内
版
で
あ
る
Ｋ
Ｅ
Ｓ
（
京
都

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
）

の
認
証
を
２
０
１
３
年
に
取
得
し
た
。Ｋ
Ｅ
Ｓ
は「
京

都
議
定
書
」
の
発
祥
の
地
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
中

小
企
業
な
ど
あ
ら
ゆ
る
事
業
者
向
け
に
策
定
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
山
田
社
長
は
導
入
の
決
め
手
に
つ
い

て
「
シ
ン
プ
ル
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、低
コ
ス
ト
で
、

取
り
組
み
や
す
い
と
こ
ろ
」
と
明
か
し
た
。

　

特
に
Ｋ
Ｅ
Ｓ
は
環
境
改
善
に
力
点
を
置
き
、
そ
の

結
果
は
企
業
経
営
の
改
善
に
も
貢
献
で
き
る
も
の
と
し

て
効
果
的
で
あ
る
。
山
田
社
長
は
導
入
に
よ
り
「
３
Ｓ

（
整
理
・
整
頓
・
清
潔
清
掃
）
は
社
員
の
意
識
付
け
に

な
り
、
Ｋ
Ｅ
Ｓ
は
企
業
の
意
識
付
け
に
な
る
」
と
実
践

の
効
果
を
上
げ
る
。
具
体
例
と
し
て
毎
週
月
曜
日
の
朝

礼
前
に
会
社
周
辺
を
清
掃
。
挨
拶
を
す
る
こ
と
が
で
き

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
言
う
。
ま
た
、
毎
週
金
曜
日
の
定
時
後
30
分
は
社
内

清
掃
タ
イ
ム
で
３
Ｓ
を
徹
底
し
て
い
る
。

　

経
営
と
環
境
の
改
善
３
項
目
と
し
て
「
電
気
使
用

量
の
１
％
削
減
、
産
廃
物
の
分
別
管
理
、
不
良
率
の

改
善
」
を
掲
げ
る
。
特
に
エ
ア
コ
ン
の
設
定
温
度
は

樹
脂
な
ど
の
変
形
を
防
止
す
る
た
め
27
度
だ
。
会
社

か
ら
持
ち
出
さ
れ
た
産
業
廃
棄
物
が
最
終
処
理
場

（
奈
良
）
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
現
状
か
、
現
地
現

物
を
確
認
す
る
た
め
社
長
自
ら
視
察
を
行
う
な
ど
し

て
細
心
の
注
意
を
払
う
。「
Ｋ
Ｅ
Ｓ
の
取
得
に
よ
っ

て
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
が
明
確
に
な
り
正
規
な
正

式
な
業
者
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
」
と
評
価
す
る
。

産
業
廃
棄
物
は
紙
類
や
一
般
廃
棄
物
と
の
分
別
の
ほ

か
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
細
か
く
材
種
別
に
袋
を
並

べ
て
リ
サ
イ
ク
ル
仕
分
け
管
理
。「
塩
ビ
系
、
ナ
イ

ロ
ン
系
な
ど
樹
脂
類
に
は
１
０
０
種
類
も
あ
り
、
こ

れ
ら
を
混
合
す
る
と
リ
サ
イ
ク
ル
が
で
き
ず
、
ス
ク

ラ
ッ
プ
の
価
格
が
低
下
す
る
の
で
材
種
ご
と
に
分
別

し
て
い
る
」
と
強
調
し
た
。
こ
の
よ
う
に
き
め
細
か

く
管
理
さ
れ
て
い
る
が
、
３
つ
の
改
善
目
標
の
担
当

者
は
専
任
で
は
な
く
当
番
制
だ
。
担
当
の
製
造
部
山

田
貴
史
さ
ん
（
23
）
は
入
社
２
年
目
、
工
場
で
は
フ

ラ
イ
ス
盤
や
旋
盤
を
担
当
す
る
傍
ら
資
料
作
り
も
こ

な
し「
地
球
環
境
に
も
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

仕
事
は
楽
し
い
」
と
答
え
た
こ
と
か
ら
も
人
づ
く
り

に
も
固
有
の
セ
ン
ス
を
持
つ
よ
う
だ
。

　

中
途
退
職
者
も
な
く
定
着
率
も
よ
い
創
業
約
30
年

の
ス
モ
ー
ル
サ
イ
ズ
企
業
。
３
Ｓ
が
行
き
届
い
た
工

場
に
は
Ｎ
Ｃ
旋
盤
や
同
時
５
軸
マ
シ
ン
ン
グ
セ
ン

タ
、
パ
ネ
ル
ソ
ー
８
尺
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
な
ど
最

新
鋭
機
械
装
置
が
整
然
と
並
び
、
最
終
工
程
の
検
査

場
は
手
作
業
で
丁
寧
に
確
認
し
て
い
た
。
高
付
加
価

値
経
営
（
環
境
経
営
）
が
見
て
取
れ
る
。「
自
立
」

が
口
癖
の
山
田
社

長
の
環
境
を
考
え

る
経
営
意
欲
は
挑

戦
的
だ
。

　

最
後
に
「
国
内

取
引
だ
け
な
の
で
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
０
は
必
要
な

い
。
し
か
し
そ
の
流
れ
を
織
り
込
ん
だ
中
小
企
業
向

け
の
Ｋ
Ｅ
Ｓ
は
必
要
な
シ
ス
テ
ム
だ
」
と
評
価
し
、

山
田
社
長
は
Ｋ
Ｅ
Ｓ
の
導
入
を
薦
め
る
。

 

（
石
河
亮
平
）

会
社
概
要

施策と抱負

冨宅正浩
柏原市長
に聞く

八尾交通安全協会

挨拶する石井多聞会長
「大阪府八尾警察署歌」
を熱唱する江口繁さん

大阪府八尾警察署歌も披露

環境経営を目指す 東海化成品株式会社

環
境
を
考
え
な
い
企

業
は
生
き
残
れ
な
い

柏原ローカル
記者クラブ 市政運営方針を熱く語る

冨宅正浩柏原市長

サンコーではお客様目線に立ち、品質・施工・ご予算に無駄のないプランをご提案します。サンコーではお客様目線に立ち、品質・施工・ご予算に無駄のないプランをご提案します。

　

 物産株式会社 TEL.06-6533-1271
お問い合わせはお気軽に

本　社 〒550-0015　大阪市西区南堀江4丁目33番29号
 E-mail ： info@sankobussan.co.jp
 http://www.sankobussan.co.jp/

東京営業所 TEL（03）3375-1015　FAX（03）3374-0378
名古屋営業所 TEL（052）409-3093　FAX（052）409-3094
大阪営業所 TEL（06）6533-1271　FAX（06）6543-0914
和歌山営業所 TEL（073）451-9004　FAX（073）451-9076
福岡営業所 TEL（092）511-5923　FAX（092）511-5917
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市民ファースト  身を切る施策

KES 登録証
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